






























































































































































































































































theory of knowledge）や徳認識論（virtue epistemology）と比較している。こうし
た試み自体は有意義であるが、しかしその比較はまだ表層的であり、これらの間の類
似と相違が意味することについてまで考察が及んでいない。この点では著者のさらな
る研鑽が期待される。ただしこれらは、本論文の価値を大きく損なうものではない。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。２０１８年２月２１日、調査委員３名が論文内容とそれに関連した
事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
 
 
 
 
 
